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1. 実験テーマ，担当者及び実験場所 
 

 テーマ                       担当者・実験室 

１．技術報告書のまとめ方と電子回路の基礎 （全体：３回） 

山本・921 番教室 

 ２．交流理論と周波数解析の基礎（全体：３回）    羽多野・921 番教室 

 

 Ａ．周波数特性の測定（オペアンプ／フィルタ）（班：３回） 

大川・学生実験室 4-219 

 Ｂ．マイコンモータ制御（班：３回）       森・学生実験室 4-221 

 Ｃ．カウンタ／ストップウォッチの製作（班：３回）篠田・学生実験室 4-220 
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2. 情報工学実験Ⅰの目的 
1) 講義や専門書で学んだことを実際に確かめ，知識を確実にする． 

2) 現象を正確に観察する習慣を養う． 

3) 機器の取り扱いになれる． 

4) 実験のすすめ方，結果のまとめ方を練習する． 

 

3. 実験に対する注意事項 
1) 各班の中で順番に一人ずつ，実験題目ごとにチーフとなりチーフを中心にして，実

験をすすめる． 

2) 全員は，あらかじめ実験内容について予習をし，理論曲線を描くなど実験時間をで

きるだけ有効に使う努力をすること． 

3) 実験ノートを準備し記録すること．なお，担当教員から別途指示がある場合はそれ

に従うこと． 

4) 測定値は実験ノートに記録する．同時に測定値をグラフにプロットしながら実験を

すすめる．これにより測定上の誤り，現象の変化の傾向を速やかに知ることができ

る． 

5) データを採る場合には，まず測定器に慣れ，測定内容を定性的に把握し（全体の測

定レンジ，変化の急激なところ等）その後，定量的なデータを採ること． 

6) 予想される結果（理論値）と実際の測定結果を比較しながら実験をすすめ，予想と

異なる場合には，その原因を追究する．誤った接続や断線，あるいは新事実を発見

できる． 

7) 単位，使用測定器，測定条件などを記録すること（再現性）． 

8) 毎時間の実験終了後，担当教員の指示に従い，配線をはずすなどの机の上を整理す

ること．測定素子の破壊，測定機器の破損，故障などがある場合には，故意に行っ

たものでなければ制裁的なことは行わないので，直ちに申し出ること．そのまま放

置しておくと，次の班が非常に迷惑する． 

9) 実験室内では，飲食禁止，禁煙． 

10) グラフ用紙（方眼，片対数）A4 判を各自用意しておくこと． 

11) 実験終了後，実験台の上と周辺の床を掃除すること． 

 

4. レポートに関する注意事項 
1) 基本的にレポートはワープロソフトで作成すること．ただし，担当教員から指示が

あればそれに従うこと． 

2) グラフだけでなく，そのプロットの根拠となるデータも示すこと． 

3) 原則，他人とのグラフの共用をしないこと． 

4) レポートはモノクロ印刷で内容が把握できるようにすること． 
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5. レポートの提出方法と成績評価について 
5.1 レポートの提出方法 

1) レポートは，各テーマの締切 (実験 I スケジュール参照) までに，1F 技術職員室 
(9-105) 前に設置された提出用ポストに提出すること． 

2) レポート表紙には指定されたものを使用すること．レポートの作成を終了したら，

表紙に示されたチェック項目についてセルフチェックを行い，レポートに不備のな

いことを確認すること． 
3) レポートの提出期限を厳守すること．スケジュール表を確認し計画的に進めること． 
4) 書式を満たしたレポートは受理され，評価の対象となる． 
5) 書式に不備のあったレポートは次回の実験時に返却される．返却方法等は各担当者

より指示されるが，多くは実験室にて返却される． 
6) 返却されたレポートは，記載された事項を参考に書式の修正を行い，修正版提出期

限までに，1F 技術職員室 (9-105) 前に設置された提出用ポストに提出すること． 
7) レポートが受理された後，必要に応じて口頭試問等が実施されるので，担当者から

の指示に注意すること． 
8) 遅延レポートの提出先は，各担当者の指示に従うこと． 
9) 個別の呼び出しは，掲示やメールを通して行う．掲示に注意するのはもちろんのこ

と，uu-mail のメールチェックも怠らないこと． 
10) レポートはレポート提出期限までに仕上げること．書式修正期限はあくまでレポー

トの書式不備を修正するために設けられたものであり，修正時に内容の大幅な加

筆・改変があった場合には，レポート提出期限からの遅延レポートとして扱う． 
11) 過去のレポート或いは友人のレポートからのコピー＆ペースト，または WEB サイ

トなどからの不適切な引用が発覚した場合は厳重に処罰する．絶対にやらないこと．

また発覚した場合はコピーした人のみならず，見せた人も処罰の対象とする． 
 

5.2 成績評価について 

1) 欠席及び遅刻の扱いについて 
・ 全回出席を単位取得の必要条件とする． 
・ 30 分以上の遅刻は，原則として欠席扱いとする 
・ 病気やケガなど，やむを得ない事情により欠席する場合には，事前に必ず担当

者に連絡する．この場合，補講または代替課題などで対応することがある． 
2) 成績評価 

原則として全回出席が必要である．また，全てのテーマについて，各レポートが

受理されることが単位取得の条件である．条件を満たした者に対し，各レポート

の評価(秀= 4，優= 3，良=2，可= 1) の平均点から欠席，遅刻，レポート遅延によ

る減点を行った後の点数が，3.25 以上を秀，2.25 以上 3.25 未満を優，1.50 以
上 2.25 未満を良，0.75 以上 1.50 未満を可，0.75 未満を不可とする．ただし，
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3.25 以上あった場合でも，欠席，遅刻，レポート遅延が一つでもあった場合には

優とする． 
 

6. 担当者 
6.1 教職員 

教職員全員への連絡先：j1staff15@is.utsunomiya-u.ac.jp 
 居室 TEL (028- ) MAIL 

山本裕紹 
オプティクス教育

研究センター棟 
教員研究室５ 

689-7120 hirotsugu_yamamoto@cc

羽多野裕之 9-307 689-6255 hatano@is 
大川猛 9-505 689-6270 ohkawa@is 
森博志 9-611 689-6242 hmori@is 
篠田一馬 9-510 689-6267 shinoda@is 
川上典男 9-105 689-6273 kawakami@is 
月川淳 9-105 689-6269 tsuki@is 
北本拓磨 9-105 689-6299 kitamoto@is 

※メールアドレスは「.utsunomiya-u.ac.jp」を付加すること． 
 

6.2 TA 
 担当テーマ 

平石康祐 A. 周波数特性の測定 
山科和史 A. 周波数特性の測定 
橋本瑛大 A. 周波数特性の測定 
澤田祐樹 A. 周波数特性の測定 
山谷拓也 B. マイコンモータ制御 
後藤拓 B. マイコンモータ制御 
高泉洸太 B. マイコンモータ制御 
田谷康多 B. マイコンモータ制御 
小川衆 C. カウンタ/ストップウォッチ 

小野瀬伸彦 C. カウンタ/ストップウォッチ 
落合正幸 C. カウンタ/ストップウォッチ 
篠崎優介 C. カウンタ/ストップウォッチ 
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平成27年度 情報工学実験 I スケジュール

レポート
月曜午前 (8:50-11:15) 水曜午後 (12:50-15:15) レポート締切

2015/10/1 (木) 後期授業開始
2015/10/2 (金)
2015/10/3 (土)
2015/10/4 (日)
2015/10/5 (月) ガイダンス (921)
2015/10/6 (火)
2015/10/7 (水) テーマ1-1 (921)
2015/10/8 (木)
2015/10/9 (金)

2015/10/10 (土)
2015/10/11 (日)
2015/10/12 (月) 体育の日
2015/10/13 (火)
2015/10/14 (水) テーマ1-2 (921)
2015/10/15 (木) 月曜授業，後期聴講届提出期限 テーマ1-3 (921)
2015/10/16 (金)
2015/10/17 (土)
2015/10/18 (日)
2015/10/19 (月)
2015/10/20 (火)
2015/10/21 (水) テーマ2-1 (921)
2015/10/22 (木) テーマ1 締切 (10:30)
2015/10/23 (金)
2015/10/24 (土)
2015/10/25 (日)
2015/10/26 (月) テーマ2-2 (921) テーマ1 返却
2015/10/27 (火)
2015/10/28 (水) 後期聴講届確認期限 テーマ2-3 (921)
2015/10/29 (木)
2015/10/30 (金)
2015/10/31 (土)
2015/11/1 (日)
2015/11/2 (月) テーマ 1 修正版提出(10:30)
2015/11/3 (火) 文化の日，水曜授業日
2015/11/4 (水) 火曜授業日 テーマ 2 締切(13：00)
2015/11/5 (木)
2015/11/6 (金)
2015/11/7 (土)
2015/11/8 (日)
2015/11/9 (月) テーマ A, B, C 1-1 テーマ 2 返却

2015/11/10 (火)
2015/11/11 (水) テーマ A, B, C 1-2
2015/11/12 (木)
2015/11/13 (金)
2015/11/14 (土)
2015/11/15 (日)
2015/11/16 (月) テーマ A, B, C 1-3 テーマ 2 修正版提出 (13:00)
2015/11/17 (火)
2015/11/18 (水)
2015/11/19 (木)
2015/11/20 (金) 休業日
2015/11/21 (土) 開学記念日
2015/11/22 (日) 勤労感謝の日，大学祭
2015/11/23 (月) 大学祭
2015/11/24 (火) 月曜日授業 テーマ A, B, C 1 締切(10:30)
2015/11/25 (水) テーマ A, B, C 2-1
2015/11/26 (木)
2015/11/27 (金)
2015/11/28 (土)
2015/11/29 (日)
2015/11/30 (月) テーマ A, B, C 2-2 テーマ A, B, C 1 返却

日付 行事等
実験



平成27年度 情報工学実験 I スケジュール

レポート
午前 (8:50-11:15) 午後 (12:50-15:15) レポート締切

2015/12/1 (火)
2015/12/2 (水) テーマ A, B, C 2-3
2015/12/3 (木)
2015/12/4 (金)
2015/12/5 (土)
2015/12/6 (日)
2015/12/7 (月) テーマ A, B, C 3-1 テーマ A, B, C 1 修正版提出 (13:00)
2015/12/8 (火)
2015/12/9 (水) テーマ A, B, C 3-2 テーマ A, B, C 2 締切 (10:30)

2015/12/10 (木)
2015/12/11 (金)
2015/12/12 (土)
2015/12/13 (日)
2015/12/14 (月) テーマ A, B, C 3-3 テーマ A, B, C 2 返却
2015/12/15 (火)
2015/12/16 (水)
2015/12/17 (木)
2015/12/18 (金)
2015/12/19 (土) 補講日
2015/12/20 (日)
2015/12/21 (月) テーマ A, B, C 3 締切 (10:30)
2015/12/22 (火)
2015/12/23 (水) 天皇誕生日
2015/12/24 (木) テーマ A, B, C 2 修正版提出 (10:30)
2015/12/25 (金)
2015/12/26 (土)
2015/12/27 (日)
2015/12/28 (月) 冬季休業開始
2015/12/29 (火)
2015/12/30 (水)
2015/12/31 (木)

2016/1/1 (金) 元旦
2016/1/2 (土)
2016/1/3 (日)
2016/1/4 (月) 冬季休業終了
2016/1/5 (火)
2016/1/6 (水) 12:50～実験室にて テーマ A, B, C 3 返却
2016/1/7 (木) 月曜日授業
2016/1/8 (金)
2016/1/9 (土)
2016/1/10 (日)
2016/1/11 (月) 成人の日
2016/1/12 (火)
2016/1/13 (水) テーマ A, B, C 3 修正版提出 (10:30)
2016/1/14 (木)
2016/1/15 (金) 休業日
2016/1/16 (土) センター入試
2016/1/17 (日) センター入試
2016/1/18 (月)
2016/1/19 (火)
2016/1/20 (水)
2016/1/21 (木)
2016/1/22 (金)
2016/1/23 (土) 補講日
2016/1/24 (日)
2016/1/25 (月)
2016/1/26 (火)
2016/1/27 (水)
2016/1/28 (木)
2016/1/29 (金)
2016/1/30 (土) 補講日
2016/1/31 (日)

日付 行事等
実験



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




